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１．研究計画の概要 

本課題におけるおもな研究対象は、大都市
郊外の暴動というかたちで噴出したフラン
ス社会のポスト植民地主義的(コロニアル)な
構造と、その共和主義に特有の政教分離の形
態である非宗教性のあいだの相関関係の分
析である。 

 

２．研究の進捗状況 

 言語環境による移民問題の認識のギャッ
プを比較するという目的で、当初計画のとお
り、フランス、アメリカへの出張を実施、資
料収集に努めてきた。 

また、フランス（西川長夫）、イギリス（小
笠原博毅）、日本（丹野清人）ら、各国にお
ける当該問題の専門家を招き、講演会を開催
し、専門的な知見の交換および研究で得られ
た知見の社会への還元に努めている。 

さらに、イスラム教徒女生徒のいわゆるス
カーフ（ヒジャブ）問題に関する研究成果を、
複数言語で発信するという当初計画で掲げ
た目標については、日本語以外、すなわち英
語とフランス語についてはすでに達成して
いる【後述の５．①および⑤】。残る日本語
については、ジェンダー研究関連の叢書から、
平成 22 年度中に成果の一端が活字となる予
定である。これらの論文では、カトリシズム
と反教権主義の対立図式における非宗教性
の歴史的成立過程を分析するとともに、この
共和派的な非宗教性概念にとって、20世紀後
半以降に登場したイスラムが独特の問題性
をはらんでいることを指摘している。 

なお、言語的アイデンティティ、宗教的ア
イデンティティに加え、本研究では法的アイ
デンティティともいうべき国籍／市民権（シ

ティズンシップ citizenship/citoyenneté）とポ
スト植民地主義との関連も吟味の俎上に載
せている。この分野での本研究課題の成果は、
平成 21年度までに 3点が公刊され【後述５．
②、③、④】、平成 22年度中には少なくとも
さらに１点上梓の予定である。また、法政大
学出版局からフランス移民史の分野におけ
る代表的な著作を翻訳出版する作業を平成
21年度から進めている。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

 イギリスや日本をフィールドとする研究
者との交流は、フランスを専門とする研究代
表者にとって多くの気づきをもたらした。４
年計画の３年目までの達成水準としては、満
足すべき水準にあると考えられる。４年目と
なる平成 22 年度には、研究成果のまとめを
行う。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 難民・国境管理政策、および移民政策にお
ける国民国家とＥＵとの関係に着目する必
要がある。当科研費では支弁しきれなかった
ので、所属機関の図書館の費用で、この政策
分野の英文資料シリーズを購入している。こ
うした資料を分析することが今後の研究の
推進に必要と考えるためである。また、欧州
域内における移民・難民の実際の処遇を見る
目的で、サンガットなど英仏海峡沿いで活動
する NGO などに接触、文献では得られない
現場の知見を求めることを構想している。わ
が国においても政策ニーズの高まっている
分野であり、ヨーロッパ側でも状況の変化に
応じて次々と新たな立法措置が講じられて
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いる。本研究課題において得られた知見を古
びさせず、さらに深化させるためにも、文献
に基づく研究と、現場サイドからの知見の吸
収とを車の両輪としつつ、今後とも研究を進
めていきたい。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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